
平成27文部科学省がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 
－ICTと人で繋ぐがん医療維新プラン－ 

講演会 
「婦人科がん治療における腹腔鏡

手術のあり方と展望」 

平成27年9月2日（水）16時00分～18時00分 

岩手医科大学創立60周年記念館 9階 第1講義室 

司会：小島 淳美（岩手医大 産婦人科 講師） 
座長：竹内 聡（岩手医大 産婦人科 准教授）、小見 英夫（同 助教） 
 

【第1部：講演】16時00分～17時00分 
1.「婦人科がん腹腔鏡手術の功罪～鳥取大学で立ち上げを図って～」 
  出浦 伊万里 先生 
  鳥取大学機関制御外科学講座 生殖機能医学分野（産婦人科学）助教 

 
2.「子宮体がんに対する低侵襲化治療への試み」 
  寺尾 泰久 先生 
  順天堂大学 医学部・大学院医学研究科 産婦人科学教室 准教授 

 
～休憩（10分）～ 

 

【第2部：特別講演】17時10分～18時00分 
「婦人科悪性疾患根治術においてどこまで腹腔鏡で施行可能か？」 
 金尾 祐之 先生 
 がん有明病院 産婦人科 医長 

日時 

場所 

主催：がんプロフェショナル養成基盤推進プラン 
    （順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学・東京理科大学・明治薬科大学・立教大学） 
《お問合せ先》 医学部教務課：がんプロ担当（内線：3223・3111） 

本講演会では、TV会議システムを利用して連携大学に講義の内容をライブ

配信し、双方向で討議を行います。ご興味のある方は是非ご来場下さい。
（聴講自由） 

医師、インテンシブコース受講生、看護師、薬剤師、
ME従事者等 

対象 


